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混浴露天風呂で見せつけて
〜瑠衣の場合〜

　道から舗装が消えたときはよっぽど
引き返そうかとも思ったけれど、土の
道を二〇分ばかり走らせて駐車場にた
どり着いたところで、瑠

る

衣
い

はあきらめ
ずに進んできた自分を褒めてやりたい
気持ちになった。
（すごい……こんなに車があるってこ
とは、温泉にもいっぱい人がいるって
こと、だよね？）
　ごくりと喉を鳴らし、ジーンズの上
から下腹部を押さえる。これからその、
まだ見ぬ大勢の他人の前で裸身をさら
すのだと考えると、早くも腰の奥が疼
き出すようだった。
　なにがあるかわからないので、いざ
となったらすぐに出せそうな位置に駐



車して、スマートフォンとハンドタオ
ルだけを手に車を降りる。
　まだ五月だというのに、降り注ぐ陽
射しは夏のようにまぶしく、あたたか
だった。それなりに標高のある場所な
ので寒さにそなえて少し厚着をしてき
たが、そんな必要もなかったらしい。
（まあ……厚着の目的はもうひとつあ
るからいいんだけどね）
　瑠衣は手のひらで目の上にひさしを
つくり、駐車場の周囲を見回した。
「あれかな？」
　遠くに案内板のようなものを見つけ
て近づいてみると、案の定、そこには
目指す混浴露天風呂への道筋が示され
ていた。
　案内板の脇から青々とした繁みに分
け入り、ゆるく下っている土の道を踏
みしめていく。
「わぁっ……」



　一〇メートルもいかないうちに視界
が開け、瑠衣は思わず嘆息した。
　向こう岸から迫り出した木々をバッ
クに澄んだ小川が静かに流れ、その手
前には幅の狭い川岸が左右に長く伸び
ている。
　都会では見られない自然の美しさに
心が洗われるようだったが、そのくら
いではとうてい流しきれないほど強固
に、瑠衣の心には汚れた欲望がこびり
ついていた。
　実際、瑠衣が目を奪われていたのは
清流ではなく、川岸の奥にちらついて
いる裸の男たちの姿だった。
（ほんとにあった……こんな、なんに
もない川のそばに、ぽつんとお風呂だ
け……）
　はやる気持ちを抑えつつ、瑠衣はそ
ちらへ向かって歩み出す。
　すぐそばまで来てみると、なかなか



に刺激的な光景だった。
（やば、男の人しかいない……それに
みんな、当たり前だけど裸だし……や
だ、あの人なんて全部丸見え……）
　組み上げた岩でつくられた湯船のふ
ちに、股間を隠さず堂々と腰かけてい
る年配の男性を、ついまじまじと見つ
めてしまう。
（それもそっか、男の人しかいないん
だもんね。そんな中でわたしも――）
　そう、これから瑠衣もこの男性と同
じように、いっさい身体を隠さずに入
浴しようというのだ。
（だってここ、タオルも水着も禁止っ
てネットで見たし、だったら全部見え
ちゃってもしょうがないよね）
　だからこそ瑠衣はこの温泉を選んだ
のだった。少しでも自然なかたちで裸
をさらせるように。
「こんにちは」



　あえて自分の存在を印象づけるよう
に、瑠衣は先客たちに明るい声を投げ
た。
「ああ、こんにちは」
「お、若い子は珍しいね」
「今日のお湯はなかなかだよ」
　赤い顔をした男たちが、次々にあい
さつを返してくれる。どうやら地元の
常連ばかりらしい。
「えっと、すみません。脱衣所は……」
「初めて？　そこだよ、そこ」
　男が指さしたのは、湯船の脇に設え
られた簡素な板の棚だった。まわりを
覆うものはなにもなく、三方からの視
線を防ぎようもない、脱衣所とは名ば
かりのものだ。
「ありがとうございます」
　たずねなくとも、瑠衣は脱衣所につ
いてリサーチ済みだった。脱ぎ着が丸
見えになってしまうというのも、ここ



を選んだ理由のひとつだ。
　そして、厚着をしてきたもうひとつ
の目的も、この脱衣所にあった。
「ん……」
　存在と行動を事前にしっかりアピー
ルして、温泉につかる一〇人近い男た
ちの視線を自分に集めておいてから、
瑠衣は衣服を脱ぎはじめる。
　まずは羽織っていた薄手のコートを、
それからブラウスを脱ぎかけて、ふと
思いつき、先にジーンズを脱いだ。そ
れだけでもう、下半身はパンツ一枚に
なってしまう。
（あぁっ、すごい解放感……でもこれ
じゃあみんなの反応が見えないな……
ちょっと不自然だけど思いきって―
―）
　瑠衣はくるりと身体を反転させて、
湯船のほうを向いた。期待どおり、ほ
とんど全員の目が瑠衣に注がれている。



（めちゃくちゃ注目されてる……こん
な中で一枚一枚脱ぐなんて……）
　かすかに指を震わせながら、瑠衣は
ブラウスのボタンをひとつずつ、ゆっ
くりとはずしていく。こうして野外ス
トリップをするために、今日は厚着を
してきたのだった。
　ブラウスの袖から腕を抜き、その下
に着ていたキャミソールを焦らすよう
に脱いだあとは、いよいよ下着の番だ。
　男たちの視線を浴びながら、瑠衣は
背中に手を回し、ブラジャーのホック
をはずした。
（見られちゃう……見せちゃう……
知らない人たちに、わたしのおっぱ
い……）
　ゆるんだ肩紐から左腕を、それから
右腕を抜いて――。
（んんっ、見てっ……！）
　瑠衣は万歳をするような格好で、ブ



ラジャーを完全に脱ぎ去った。
　バストが大きく弾み、その存在を必
要以上に主張する。中心に色づいた薄
茶の乳首に、痛いくらいの視線を感じ
た。
（気持ちいい……外で脱ぐのも、見ら
れるのも、すっごく気持ちいい……）
　それでもまだ全裸ではない。大事な
部分を覆い隠す邪魔な布が残ったまま
だ。
（脱いじゃう？　前向いたまま、パン
ツも脱いじゃう？）
　自問の意味もなく、瑠衣は迷わずパ
ンツのゴムに指をかけた。するりと膝
まで一気に下ろすと、秘部と布のあい
だに細く糸が伸びるのがわかった。
（うわ、もうこんな濡れてたんだ……
さすがにいまのは見えなかったよ
ね……？）
　かあっと身体が火照るのをごまかす



ように、薄布から素早く両足を抜いて
しまう。
（はぁぁ……）
　全裸姿を男たちにさらして、瑠衣は
ふるふるっ、と身震いした。それから
今度は湯船に背を向け、脱いだ衣服を
きれいにたたみはじめる。まどろっこ
しいくらい丁寧に、じっくりと時間を
かけて。
（お尻もいっぱい見てくれてるか
な……）
　あらわな背中を見知らぬ男たちと
午後の太陽とにたっぷりさらしてか
ら、ようやく瑠衣は湯船へ向かう。「タ
オルをお湯につけないでください」と
棚にも注意書きがあったので、なにも
持たず、身体を手で隠したりもせずに、
堂々と裸身をさらしたままで。
「あ、かけ湯……」
　そのままつかろうとして、気づいた。



（わたし、どんだけそわそわしてるん
だろ……あ、でもこれ――）
　瑠衣は湯船のかたわらに腰を落とし、
地面に片膝をつく。そのまま脚を閉じ
ていれば性器は見えないが、瑠衣は見
せるためにここへ来ているのだ。木桶
でお湯をすくいながら、立てているほ
うの膝をさりげなく、めいっぱいに広
げて、今朝きれいに処理してきた無毛
の股間を湯船に向かって見せつけた。
（これ、あそこまで開いちゃってない
かな……角度的に中までは見えないだ
ろうけど……）
　何度もかけ湯をしてたっぷり性器を
露出してから、いよいよ瑠衣は湯船に
足をつけた。
「わ、結構熱いんですね」
　両足をお湯に入れ、そんなことを
言ってその場で立ったままたっぷり裸
身をさらす。



「最初はそうかもねえ」
「すぐ慣れるよ」
　男たちの声に、
「 そ う で す か？　 じ ゃ あ ゆ っ く
り……」
　じりじりと腰を落とし、少しずつ、
お湯に身を沈めていく。
　ここまでくるともう、最初のうちは
多少遠慮がちに瑠衣を見ていた男たち
も、堂々と、目を凝らして見つめるよ
うになっていた。瑠衣のことを、裸を
見られても平気な女性だと判断したの
だろう。もちろん、願ったり叶ったり
だった。
（見られてる見られてる……おっぱい
もあそこも、みんなにじろじろ見られ
てる……）
　いくつもの視線にぞくぞくしながら、
瑠衣は肩までをお湯にひたしていった。
それでもまだ、男たちの目は瑠衣に向



けられたままだ。
（ネットの情報どおり……この温泉、
透明だからこうしてても胸くらいは見
えちゃうんだ……）
　お湯の下を透かし見ようとするよう
な目つきを感じつつも、
（ん……ここ、けっこういいお湯か
も……）
　瑠衣はいっとき本来の目的を忘れ、
心地よい熱の中でリラックスした時間
を過ごした。泉質などチェックもして
いなかったけれど、うれしい誤算だっ
た。
「へえ、東京から車でねえ」
「はい、山道って慣れないからちょっ
と怖かったんですけどね」
　入浴客と言葉を交わしていると、し
だいに身体が軽くなっていくのを感じ
る。自覚はなかったものの、思いのほ
か緊張していたらしい。おかげで少し



冷静になれた。
（そろそろ……しちゃおうかな）
　瑠衣は腰を上げ、湯船の縁に腰かけ
る。
「ふう……あっつくなっちゃった」
　右足をお湯から抜いて膝を立て、そ
こへ顎を乗せると、ぱたぱたと手のひ
らで顔をあおいだ。
（これ、ちょうどあそこがみんなの目
線の高さに来て――わ、じーっと見て
る……）
　じぃん、と秘部が疼いて、いったん
は落ち着いていた鼓動がまたせわしな
くなってくる。
「混浴、慣れてるみたいだね」
　地元民らしい男性に、瑠衣は笑顔で
うなずいた。
「けっこうあちこち行ってるんです。
最初は恥ずかしかったけど、もうぜん
ぜん」



　うそだった。混浴なんて今日が初体
験だ。最初は恥ずかしかった、という
のだって、瑠衣の場合は当てはまらな
い。
（でも、ほんとにあちこち行ってみる
のもいいな……外で、しかもこんな明
るいうちから裸になって、すぐそばで
知らない人たちにあそこまで見てもら
えるんだもん。こんなの最高すぎ……）
　会話を交わしながら、瑠衣は左足も
湯船から出して、完全にお湯から上
がった状態になる。
（ここまできたらやれるだけやっちゃ
えっ……）
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